























shortrangepotentialの決定に用いる波動関数により値が動 く. Bukowinskiは self･consistent
band-structurecalculationより,1/2.4に圧縮したB2phaseで metalicになる事を示したが,
転移圧は与えていない｡彼等の値は観測された高密度相より_はるかに高い密度である｡
我々は,まず手始めとして,local･densityselLconsistentSAPWmethodによって,CaOのB
1structureの状態方程式と各点でのtotalenergy及び band-structureを求める｡
ll.温度バルクノ､ウゼン効果と
そのフラクタル的解析
中 越 明
ほとんどゼロ磁場下でMn(HCOO)2･2H20の転移点近傍の自発磁化をSQUIDを用いて
詳細に観測すると,ブリルアン関数のような滑らかな磁化曲線ではなく,ガタガタと上に行っ
たり,下に行ったりする全く不規則な磁化曲線が得られる｡ このような現象を温度バルクハウ
ゼン効果と呼ぶo図1にその例を示す｡ (実線が高温から低温↑のトレース,点線が低温から
高温-のトレースを表わす｡)この図にある5つの磁化曲線は,すべて同じ条件で測定したも
のであるが,それぞれ全く違う形をしている｡このような現象は普通,結晶中の不純物とか,
転位によるものと考えられがちであるが,我々は,たとえ完全結晶であっても温度バ ルクハウ
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